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カケハシ・プロジェクト（招へいプログラム）の記録  

（対象国：アメリカ，日本語弁論大会優秀者招へい 

カナダ, 日本語学習者招へい） 

 

１．プログラム概要 

対日理解促進交流プログラム「カケハシ・プロジェクト」により，米国から 9名,カ

ナダから 9名が，2018 年 1 月 9日～16 日の日程で来日し，日本の政治，経済，社会，

文化，歴史及び外交政策等などの対日理解促進を目的としたプログラムに参加しました。

省庁講義，歴史的建造物視察，伝統文化体験，諸機関との交流等を通じて幅広く日本を

理解する機会を持ち，各々の関心事項や体験について SNS を通じて対外発信を行いまし

た。また，報告会では訪日経験を生かした，帰国後のアクションプラン（活動計画）に

ついて発表しました。 

 

【参加国・人数】 

 米国：9名 カナダ:9名 

【訪問地】 

 東京都，愛媛県 

 

２．日程   

1 月 9 日(火) 来日 

1 月 10 日(水) 【オリエンテーション】 

 【講義】外務省北米局 

 【視察】浅草 

1 月 11 日(木) 【視察】江戸深川資料館 

 【講義】日本のアニメーションについて 

 都内から愛媛県へ移動 

1 月 12 日(金) 【地方自治体表敬訪問】愛媛県庁 

 【学校交流】松山大学 

 【視察】道後温泉地域 

1 月 13 日(土) 【視察】石手寺・松山城（松山大学学生との交流） 

 【ホームステイ】 

1 月 14 日(日) 【ホームステイ歓送会】 

 【ワークショップ】 

1 月 15 日(月) 地方から都内へ移動 

 【表敬訪問】西村 康稔内閣官房副長官 

 【報告会】 

1 月 16 日(火) 【視察】明治神宮,原宿 

 離日 
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３．プログラム記録写真  

  

1/11【視察】江戸深川資料館 1/12【地方自治体表敬訪問】愛媛県庁 

  

1/12【学校交流】松山大学 1/12【視察】道後温泉地域 

  

1/13【視察】松山城 1/14【ホームステイ歓送会】 

  

1/14【ワークショップ】 1/15【報告会】 

 



 

3 

４．参加者の感想 

◆ アメリカ 

 日本の外交政策についての講義が一番良かったです。「空想的平和主義者」と「現実的な

平和主義者」との間での社会の対立について知ることは興味深かったです。なぜなら，日本

(日本人)はおおよそ前者であろうという印象を持っていたからです。松山大学の学生たちとの

交流は，日本語の練習のための良い体験となりました。自分のスピーキング力にもっと自信

を持つことができたと同時に，この自信が今後もっと日本語を上達させる助けになると感じま

した。愛媛県庁の訪問はとても有益でした。他の方法で得られる情報もあるかもしれません

が，今回の説明で得られた概要は，他では得られない貴重なものでした。今回のプログラム

のハイライトはホームステイでした。家の中だけでなく，外出先で自分の代わりに会話をしてく

れる時も，日本人のおもてなしを直接感じることができました。 

 

◆ アメリカ 

 外務省での講義はとても有益で分かりやすかったです。このような講義は，政治や社会問

題にあまり馴染みのない人たちにとっても日本の様々な側面をしっかりと理解することのでき

る良い方法だと思いました。学校交流では，とても楽しくリラックスした雰囲気の中で日本人と

日本語で話をすることができ，素晴らしい体験でした。年齢も近く，皆同じ学生という立場だっ

たので，会話もしやすかったです。素晴らしい思い出と友人ができ，この経験は決して忘れま

せん。官庁の訪問では，日本の政府機関が内部でどのようなことをしているのかを見て，理

解することができました。政府が国民に直接関係する様々な政策振興や計画の実施に尽力

していることを知りました。また，「ゆるキャラ」を見て，米国政府も同じようなことができるので

はないかと思いました。ホームステイは私には初めての体験でとても不安でした。しかし，日

本の最高の「おもてなし」を経験できました。この国を動かしている日本の人たちの日々の生

活に触れ，理解することができました。私にとって，このプログラムの忘れがたい一コマです。 

 

◆ カナダ 

 講義はそれぞれ違ったトピックで，どれもとても参考になりました。特に，愛媛県庁の講義が

良かったです。様々な課題への取り組みや，どのように愛媛県の観光プロモーションをしてい

るかを知ることができ，とても興味深かったです。日本の学生たちとの交流はとても良かった

です。学生たちと日本について話し合い，互いに楽しく学び合うことができました。ホームステ

イは本当に素晴らしい体験で，楽しむことができました。ただ残念だったことは，私の日本語

が十分でなかったので，もっと話せればホストファミリーとの時間をより気楽に過ごせただろう

と思いました。全体的にこのプログラムはとても素晴らしい体験でした。 

 

５．受入れ側の感想 

◆ 学校交流参加学生 

 大学に入って初めて参加する交流会でした。いざ外国の方と話そうと思うとなかなか英語が

出てこず戸惑うこともありましたが，とても良い経験となりました。松山は都会ではありません

が，松山らしい部分をしっかりと見ていただけたと思いますし，楽しんで頂けたことをとても嬉

しく感じました。また，会話の中やディスカッションの中で皆さんが感じている日本の変わった
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ところなど，普段日本にいては気付かない新しい発見ができてとても面白かったです。また機

会があればぜひ参加したいと思います。 

 

◆ ホストファミリー 

 三人の出身州がそれぞれ違い色々な情報が分かり興味深かったです。日本語の勉強の

仕方など，面白く参考になることが多かったです。 

 

６．参加者の対外発信 

 

  
愛媛県についての発信(Facebook) 

仕事を求めるなら東京，癒しを求めるな

ら東京以外に行くべき。 

愛媛県松山，天守閣にサイクリングロー

ド，温泉，そして温かい人々。 

ホームステイについての発信(Facebook) 

30 分間の日本人体験。 

日本のお母さん，寒い中温かく迎えてくれ

てありがとう。東京を飛び越え日本をもっ

と知るために愛媛県を訪れ学ぶことがで

きて良かった。 

 

 

浅草についての発信(Facebook) 

昨日は浅草に行った。とても綺麗でした。 

プログラム全体についての発信

(Instagram) 

松山の訪問はとても素晴らしいものだっ

た。期待を大きく超え，あまり知られてい

ない地方都市の印象を大きく変えてくれ
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た。景色は素晴らしく，人々は優しく思い

やりに溢れ，食事も美味しかった。 

 

７．報告会での帰国後のアクション・プラン発表 

  

アクション・プランの発表１（アメリカ） 

・愛媛県のゆるキャラ「みきゃん」のア

イデアを取り入れる。（キャラクターを使

った特産品のアピールなど） 

・SNS を利用し，プログラム中に得た知識

や写真を共有する。 

・日本語学科や学生組織向けに情報セッ

ションを実施する。 

・楽しめるプログラムを企画する。 

アクション・プランの発表（カナダ） 

1) 個人での活動 

SNS での発信や大学での発表を行う。 

2) グループでの活動 

・Reddit(SNS)に”Ask Me Anything”アカ

ウントを立ち上げる。 

・Facebook に観光関連のサイトを掲載す

る。 

・今回得た情報を英語とフランス語で共有

する。 

 


